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以下の問いに答えよ．なお，導出の過程を明示すること． 
 
１．偏微分方程式に関する以下の問いに答えよ． 

 tx 0,20  で定義される方程式 

     
2

2 ,,,

x

txu

x

txu
c

t

txu











   ・・・・・・・・ 式 (1) 

を，境界条件    tutu ,2,0  ，初期条件   xxu sin0,  のもと，解くことを考える． 

ここで， ,c は正の定数で， tは時間， xは空間座標を表す． 

(1) 式 (1) の方程式の右辺を 0 とした方程式 
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の一般解が，    ctxftxu , という形式で表されることを示せ． 

(2)    txuTXUtTctxX ,,,,  とすることによって，式 (1) の方程式は， 
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と表せること示せ． 

(3) 式 (3) を利用して，式 (1) の方程式の解  txu , を求めよ． 

 
 
２．確率に関する以下の問いに答えよ． 

(1) 構造物の耐震診断を行い，耐震対策の要否を判定することを考える．なお，耐震対策が必要な構造

物の割合は，全構造物の 30%であると推定されている．診断すると，80%の割合で耐震性が不足し

ているものが要対策と判定され，20%の割合で耐震性が不足していなくても要対策と判定されるこ

とが分かっている．(a) 今，ある構造物の耐震診断を行ったところ，要対策という診断結果が出た．

この構造物の耐震性が不足している確率はいくらか．(b) 別の技術者が独立に同じ構造物の耐震診

断を行ったところ，再び，要対策と言う診断結果が出た．（2 回診断を行って，2 回とも要対策との

診断結果を得た．）この構造物の耐震性が不足している確率はいくらか． 
(2) ある構造物の耐用年数を 50 年とし，50 年間にある規模を超える地震に一度も遭遇しない確率が

90%（ある規模の地震の超過確率が 10%）になるよう，設計条件を決めることを考える．このとき，

再現期間何年の地震を考えればよいか． 
再現期間とは，ある事象の平均発生間隔を表したもので，地震の発生回数はポアソン分布に従うも

のとする．なお，ある事象の発生回数がポアソン分布に従う場合， 年に 1 度起こる事象が  年

間に x回発生する確率は，1 度発生する期待値   とした時，    
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せることを用いてよい．また， 105.09.0ln  としてよい． 
 
 

 


